
スコアブック選択画⾯

画⾯について
 スコアブック選択画⾯の利⽤⽅法について、説明する。本画⾯は、保存されたスコアブック・デー
タを開くとき(もしくは、削除するとき)に、特定のスコアブック・データを選択するための画⾯であ
る。また、編集を効率的に⾏うために、⼀部のデータをコピーすることのできるオープンモードを選
択できる仕様となっている。⼀部のデータとは、ヘッダ情報、選⼿情報、チーム名のことである。

操作⽅法
以下が、スコアブック選択情報画⾯の概要であるが、操作⽅法について、簡潔に記載する。

① タイトルバー表⽰領域は、主に、編集内容についてのタイトルを表⽰する領域である。【ヘル
プ】ボタンで、使い⽅(本書)を表⽰する。

② 絞り込み条件ボタン。このボタンに表⽰されている内容を検索条件にして、スコアブック・
データを絞り込み、カテゴリボタンに、絞り込まれたデータのカテゴリを⼀覧表⽰する。

③ カテゴリボタン。絞り込み条件によって、絞り込まれたスコアブック・データのカテゴリを⼀
覧表⽰している。このボタンを押すことにより、絞り込まれたデータが、さらに該当カテゴリ
で、絞り込まれ、 スコアブック選択ボタンにデータが⼀覧表⽰される。



④ オープンモード選択領域。スコアブックを選択して開く際の、振る舞いについて選択する領域
である。この領域は、スコアブック・データ削除時には、表⽰されない仕様となっている。

【開く】… このモードは、選択したスコアブック・データを【記録表】シートに通常オープンする。

【複製新規】… 新規スコアブックを作成し、複製処理設定画⾯にて、選択した項目をコピーする。

【上書き】… 現在編集中のスコアブック・データに、選択されたスコアブック・データのデータをコピーする。
コピーする項目は、複製処理設定画⾯にて、選択した項目となる。

【詳細】… コピーするデータを設定する複製処理設定画⾯を表⽰する。詳細については、複製処理設定画⾯の
『使い⽅』を参照のこと。

⑤ スコアブック選択ボタン。絞り込み条件、及びカテゴリを条件に検索され、絞り込まれたスコ
アブック・データが⼀覧表⽰される。編集したい、もしくは、コピーしたいスコアブック・
データをこのボタンを押すことにより、選択する。

⑥ 【OK】、【Cancel】ボタン。編集したいスコアブック・データが選択されていることを確認
し、問題がなければ、【OK】ボタンを押下する。これにより、選択したスコアブックのデー
タが、【記録表】に表⽰される。キャンセルする場合は、【Cancel】ボタンを押下する。ス
コアブック・データが選択されていないと、【OK】ボタンは使⽤できず、グレー表⽰となる。

絞込み条件
 絞込み条件を選択したときの、スコアブック・データの絞りこみについての、動作を簡単に記載する。絞り込み条件
には、以下の 5 つが存在する。

1. すべて …  データの絞込みは⾏わず、すべてのデータを表⽰する。

2. ⽇付 …  ⽇付により、データを絞り込み、保存されている、⼀番古いデータから⼀番新しいデータまでを、
⼀ヶ⽉単位のカテゴリに分類化する。

3. ホーム … ホームチーム名で、データを絞り込み、保存データに存在する全てのホームチームごとに、データ
が分類化される。

4. アウェー … アウェーチーム名で、データを絞り込み、保存データに存在する全てのアウェーチームごとに、
データが分類化される。

5. ⼤会 … シリーズ名で、データを絞り込み、保存データに存在する全てのシリーズ名ごとに、データが分類化
される。

6. 最近使った … 最近使ったデータをスコアブック選択ボタンに、上から順番に表⽰する。カテゴリの分類化は
されず、最⼤で直近 10 データまで、管理できる。

アクセラレータ

 【Alt】キーとの併⽤で、ショートカット可能な処理の⼀覧を以下に述べる。

キー 処理内容

【Alt】+【O】 【OK】ボタンが押されたときと、同等の処理を実⾏する。

【Alt】+【C】 【Cancel】ボタンが押されたときと、同等の処理を実⾏する。

【Alt】+【D】 オープンモードを開くに設定する。



【Alt】+【S】 オープンモードを複製新規に設定する。

【Alt】+【Y】 オープンモードを上書きに設定する。

【Alt】+【F】 複製処理の設定を⾏う画⾯を表⽰する。

※【Tab】キーで、画⾯の選択コントロール1の変更が可能である。

1 コントロールとは、画⾯で使⽤しているボタン、テキストボックス、リストなどの、ユーザインター
フェースのことである。


